
写真  上田女子短期大学「別所がぁる」＆アフタフ・バーバン信州（５ページ）

新型コロナウイルス感染症の影響によりイベントや

会議などの内容が変更になる場合があります。

ホームページなどをご確認いただくか、

各担当までお問い合わせください。
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市税などのキャッシュレス納付

上田文化会館リニューアルコンサート

新型コロナワクチン  お知らせ第５弾
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10月からスマホなどで簡単納付できます

上田文化会館大ホールが新しくなりました

64歳以下のワクチン接種、保険料（税）の減免など

10月からスマホなどで簡単納付できます
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上
田
市
自
治
基
本
条
例
の
見
直
し

自治のイメージ

一
分
間
の
た
し
算
の
正
解
数

市

地域の活動など、
できることに積極的に
参加しましょう。

民市

●市議会には、傍聴、意見などをする。
●市には、市政への参画と協働などを

する。

地域の河川清掃活動（瀬
せ

沢
さわ

川）
「岩下自治会」

広く市民の意見を聴いて、
市政運営に適切に反映
させます。
●市民には、情報公開、審議会委員の

公募などを行う。
●市議会には、条例・予算の議案の　

提出などを行う。

市議会
市民の多様な意見が市政に
反映されるように集約し、
意思を決定します。
●市民には、情報発信などをする。
●市には、市政運営のチェックなど

を行う。

集
特

 市民参加・協働推進課
　　☎75・2230

と
も
に
創
ろ
う
！
上
田
の
未
来

　
少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
、
防
災
な
ど
現
代
社
会
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た

や
り
方
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
将
来
都
市
像「
ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ
　
輝
く
未
来
に
つ
な
が
る

健け
ん

幸こ
う

都
市
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力
が
必
要
で
す
。
住
み
や
す
い
上
田
市
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に〝
ま
ち
づ
く
り
〞に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
」は
誰
が
行
う
の
？
　

　
市
内
で
生
活
し
て
い
る
人
、
学
ん
で
い
る
人
、
働
い
て
い
る
人
や

事
業
所
、
行
政
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
や
組
織
が
行
い
ま
す
。
市
民
・

市
議
会
・
市（
行
政
）の
３
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見
え
て
く
る

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
協
力
し
て
役
割
を
果
た
し
、
左
の
自
治
の

イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
３
者
が
互
い
に
作
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
５
年
先
、
10
年
先
も
上
田
市
が
住
み
や
す
い
ま

ち
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
23
年
4
月
に
施
行

さ
れ
た
条
例
の
内
容
を
再
検
討
し
ま
し
た
。

　
上
田
市
自
治
基
本
条
例
は
社
会
情
勢
や
国
の
動

向
な
ど
を
踏
ま
え
、
５
年
を
超
え
な
い
期
間
で
見

直
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度

に
、「
上
田
市
自
治
基
本
条
例
検
証
委
員
会
」に
お

い
て
、
条
例
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
提

言
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
提
言
は
、「
社
会
情
勢
の
変
化
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、条
文
改
正
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

新
た
な
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
、
条
例
を

解
説
し
た「
逐ち
く

条じ
ょ
う

解
説
」の
内
容
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
人
権
尊
重
や
子
ど
も
の
権
利
に

関
す
る
取
組
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」と

い
っ
た
内
容
で
す
。
現
在
、
新
し
い
逐
条
解
説
の

発
行
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

上田市民のまちづくり
魅力あるまちをつくるために、自治会や事業所、ＮＰＯ法人などの

市民活動団体や個人がさまざまな活動をしています。
皆さんの活動の積み重ねが上田市の未来を創っています。

自治会の活動
学習支援活動（こどもレストラン きらっと）

「NPO法人子育て応援団 ぱれっと」

NPOの市民活動

左から、土屋市長、南
な

雲
ぐも

会長、中村副会長
▶市長に提言書を手渡しました（令和３年３月４日）
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◦
参
加
と
協
働
に
よ
る
自
治
の
推
進
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
市
民
・
市
議
会
・
市
の
３
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
の
も
と
協
働
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

◦
地
域
内
分
権
に
よ
る
地
域
の
自
治
の
推
進
と
は
、
自
治
会

や
地
域
で
活
躍
す
る
各
種
団
体
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
個
性
・
特
性
を
活い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
の
自
治
を
推
進
し
ま
す
。

上
田
市
自
治
基
本
条
例
の

基
本
理
念（
第
４
条
）に
つ
い
て

市道脇の花
か

壇
だん

整備（赤坂上）
「㈱みすず綜合コンサルタント」

毎朝、続けている見守り活動（染屋地区）
長

は

谷
せ

川
がわ

忠
ただ

男
お

さん

上田

　

　

　

　

自分たちで住みやすいまちをつくっ
ていくための〝ルール″が上田市自治
基本条例です。この条例は、上田市
の自治の最高規範として位置付けら
れています。

市内９地域に設置した地域住民から
構成される市の附属機関です。地域
住民などの意見や要望を集約して行
政に反映させたり、地域の重要事項
の決定に意見を述べ、地域課題の解
決に向けた調査研究を行うなど、そ
れぞれの地域の発展を図るための活
動をしています。

住民のほかに、上田市内で働いてい
る方や学生の方など市外から来てい
る方も、上田市自治基本条例の中で
は市民に含みます。

市民と市が「住み続けたい」と思う地
域社会を築くために、それぞれの役
割や責任のもとで、お互いが尊重し、
対等な関係で、協力し合っていくこ
とをいいます。

一般的な参加から一歩進めて、市の
政策、施策等の企画や立案に市民が
主体的に関わり、行動することをい
います。

自らの地域を自らの意思と責任にお
いて治めることをいいます。

市民参加・
協働推進課
　水崎

市民参加・
協働推進課
　芳池

日常生活の中で買い物に

エコバックを使うことも、

よりよい生活環境に向け

たまちづくりの１つです。

「
ま
ち
づ
く
り
」っ
て
何
？

　
ま
ち
づ
く
り
と
は
、“
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
魅
力
あ
ふ
れ

る
豊
か
な
ま
ち
”に
し
て
い
く
た
め
の
活
動
で
す
。
例
え
ば
、
自
治
会

の
活
動
、
N
P
O
の
市
民
活
動
、
事
業
所
の
地
域
貢
献
、
個
人
的
な
活

動
な
ど
で
す
。

　
市
は
、
上
田
市
自
治
基
本
条
例
の
基
本
理
念（
第
４
条
）で
定
め
る
、

「
参
加
と
協
働
に
よ
る
自
治
の
推
進
」と「
地
域
内
分
権
に
よ
る
地
域
の

自
治
の
推
進
」に
沿
っ
て
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
自
主
的
・
自
立
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
連
携
や
協
力
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

まちづくりを自分事
4 4 4

として
考えてみませんか

事業所の地域貢献個人的な活動

まちづくりは、私たち市民が自分
の事として取り組んでいくことが
重要です。それぞれが協力しあ
いながら、上田の未来を創るため
に、まずは一人ひとりができるこ
とから始めてみましょう。

上田市
自治基本条例

はこちら

まちづくりのキーワード
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～次のページで、地域で活躍している団体を紹介します～



崩落した沢筋に間伐材を
使用している様子

土留めの完成

武石地域の約75％の方が加入
しているエリアトーク（情報
伝達システム）に録音してい
る様子

熊沢峠で行われた里山調査
トレッキングの様子

自治会で
まちづくり

住民
自治組織で
まちづくり

市民
活動団体で
まちづくり

いろいろな視点や方法で、地域で活動している方たちを紹介します。

地
域
協
議
会
の
提
言
に
よ
り
発
足
し
、
一
定
区
域
を
範
囲
と
し
て
、

各
種
団
体
が
参
画
・
連
携
・
協
力
し
、
防
犯
・
防
災
や
地
域
福
祉
な

ど
の
ひ
と
つ
の
自
治
会
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
課
題
の
解
決
や
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
実
働
組
織
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
地
域
の
基
礎
的
単
位
と
し
て
、
市
内
に
は
2
4
1
自

治
会
が
あ
り
、
各
地
域
の
特
性
を
活い

か
し
な
が
ら
、
資
源
ご
み
の
回
収
、

道
路
側
溝
・
河
川
の
清
掃
、
高
齢
者
宅
へ
の
安
否
確
認
、
育
成
会
活
動
な
ど

の
生
活
環
境
の
改
善
や
地
域
の
福
祉
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

事務局  芦
あし

田
だ

 昌
まさ

貴
き

さん

会長  児
こ

玉
だま

 卓
たか

文
ふみ

さん

地
域
に
根
付
く
活
動
を
続
け
た
い

　
４
〜
５
年
前
に
飯
沼
自
治
会
の
主
要
な
用
水
路
や
河
川

に
土
砂
が
急
に
激
し
く
流
れ
込
む
よ
う
に
な
り
、
な
ぜ
だ

ろ
う
と
確
認
に
行
く
と
、
山
の
荒
廃
と
同
時
に
斜
面
の
沢

筋
が
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

里
山
が
本
来
持
っ
て
い
る
森
林
と
し
て
の
防
災
機
能
や
水

源
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危き

ぐ惧
し
て
、
平
成
29
年

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

地
域
を
点
と
点
で
は
な
く
、面
と
し
て
広
く
捉
え
る

　
武
石
地
域
の
人
口
は
、
現
在
約
３
３
０
０
人
。
人
口
が

減
少
し
続
け
る
中
で
も
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
成
長
し
、

住
民
が
人
生
を
全
う
で
き
る
地
域
を
維
持
す
る
た
め
に
、

武
石
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
と
も
に
、
武
石
地
域
以

外
の
方
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
住
み
よ
い
武
石
を
つ
く
る
会
の
６
つ
の
専
門
部
会
が
連

携
し
、
三
十
数
年
前
の
小
学
生
が
作
っ
た
地
域
カ
ル
タ
に

読
ま
れ
る
地
を
巡
る〝
た
け
し
カ
ル
タ
歴
史
さ
ん
ぽ
み
ち
〞

や
新
緑
・
紅
葉
の
季
節
に
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
企
画

し
た
り
、
里
山
の
景
観
を
守
っ
た
り
と
地
域
全
体
の
資
源

を
活
か
し
て
魅
力
を
再
発
見
し
、
守
り
伝
え
続
け
て
い
ま

す
。

自
分
た
ち
で
守
る
意
識
を
持
つ

　
自
分
の
目
で
、
自
分
た
ち
の
山
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
。
人
の
手
入
れ
が
な
い
と
、
山

の
地
面
に
日
差
し
が
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
で
、
下
草
が

生
え
に
く
く
な
り
、
雨
が
降
れ
ば
沢
筋
が
崩
落
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。
平
成
29
年
に
崩
落
し
た
沢
筋
に

は
、
里
山
の
間
伐
材
を
使
い
、
土ど

留ど

め
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
は
、
沢
筋
か
ら
の
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
地
に

足
を
付
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に

　
現
在
の
武
石
の
住
民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
武
石
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら

地
域
全
体
で
で
き
る
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
笑
顔

が
輝
く
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「ふるさとの環境は自ら守る」との思い
から平成29年４月に発足。現在、飯沼
神社林を中心として17名が活動中。主
な活動は、沢筋の保全やキノコの原木・
まきの生産、里山公園整備など。
活動には「長野県森林づくり県民税」を
活用しています。

飯沼自治会里山環境整備
プロジェクトチーム

「いつまでもここで暮らせる武石、住ん
でよかった武石を目指したい」との思い
から平成29年３月に発足。武石地域の
全住民・事業所などで構成、自治会や
活動団体から選出された約100名（６つ
の部会）で成り立っています。

住みよい武石をつくる会

「住みよいたけし」
２か月に１度発行。
武石地域全戸と
事業所、公共施設
に配布しています。
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地域の安全を守る青パト
（週２～４日実施）

別所線オリジナル
デザイン封筒入りマスク

スマートフォンで
絵を描いている様子

遊休農地の草を食べるヤギ
の飼育（めーめー草食べ隊）

忍者から巻物を
手渡された子どもたち

活動情報はこちら

NPOで
まちづくり

市民
活動団体で
まちづくり

のまちづくり市 民 が 主 役特集

県
内
で
は
９
８
８
、
市
内
で
は
76
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
中
。
活
動
テ
ー
マ
は
、
ま
ち
づ

く
り
、
災
害
時
の
援
助
、
社
会
教
育
活
動
、
自
立
支
援
、
国
際
交
流

活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
自
発
的
に
活
動
す
る
組
織
の
こ
と
で
、

市
民
が
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
、
創

意
工
夫
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

理事長  宮
みや

下
した

 俊
とし

哉
や

さん
（真田山長谷寺 住職）

代表  
登
との

内
うち

 心
み

優
ゆ

さん

代表  
宇
う

羽
ば

野
の

 陽
みなみ

さん

上田女子短期大学

上田女子短期大学

ま
た
来
た
い
！
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

百
人
一
首
で

上
田
の
良
さ
を
届
け
た
い

温
か
い
心
の
連
鎖

　
ほ
こ
ほ
コ
ネ
ク
ト
の
名
前
に
は
、
ほ
こ
ほ
こ
と
し
た
温

か
い
心
が
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に（
英
語
で
コ
ネ
ク
ト
）

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
温
か
く
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
無
理
せ
ず
気
楽
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
防
犯
の
た
め
に
、
青
パ
ト（
青
色
回
転

灯
装
備
車
）で
真
田
地
域
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
事
件
や

事
故
が
起
き
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
大
事
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
で
被
害
が
出
た
時
に
は
、「
地
域
で
困
っ
て
い
る

方
が
い
れ
ば
、
支
え
た
い
」と
の
思
い
で
、
会
員
以
外
の
方

も
含
め
て
、
が
れ
き
掃
除
や
倒
木
処
理
の
お
手
伝
い
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
地
域
で
支
え
合
い
の
活
動
が

広
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
７
月
に
は
、
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ

る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
笑
顔
に

な
れ
る
企
画〝
忍
者
修
行
〞を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
別
所
温
泉
街
で
気
付
か
れ
な
い
よ
う

に
特
定
の
人（
大
人
の
忍
者
）を
子
ど
も
が
尾

行
し
て
街
中
を
散
策
す
る
と
い
う
も
の
で
、

子
ど
も
は
忍
者
の
世
界
観
に
入
り
込
ん
で
い

ま
し
た
。
保
護
者
の
方
か
ら
は
、
ま
た
別
所

温
泉
に
来
た
い
！
な
ど
の
声
が
あ
り
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
良
い
思
い

出
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
楽
し
か
っ
た
」で
終
わ
り

で
は
な
く
て
、
ま
た
別
所
に
行
き
た
い
と
思

え
る
企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
上
田
西
高
等
学
校
と
一
緒
に
開
催
し
て
い

る〝
う
え
だ
七
夕
文
学
賞
〞の
過
去
の
応
募
作

品
や
う
え
だ
乙
女
が
詠よ

ん
だ
作
品
の
中
か
ら

上
田
に
ま
つ
わ
る
歌
を
選
び
ま
し
た
。
書
道

の
得
意
な
学
生
が
文
字
を
、
絵
の
得
意
な
学

生
は
ス
マ
ホ
で
絵
を
作
成
し
、
約
半
年
か
け

て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
昨
年
配
布
し
た
中
学

校
の
生
徒
さ
ん
や
先
生
か
ら
も
好
評
で
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。

　
今
後
は
、「
上
田
電
鉄
別
所
線
開
業
百4

周
年
」

と
う
え
だ
乙
女
百4

人
一
首
の
百
を
か
け
て
、

別
所
線
15
駅
周
辺
の
風
景
や
文
化
な
ど
を
感

じ
ら
れ
る
短
歌
と
絵
を
制
作
し
、
11
月
頃
別

所
線
車
内
に
展
示
し
ま
す
。
電
車
に
乗
り
な

が
ら
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
主
的
に

　
運
営
面
で
か
な
り
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員

た
ち
は
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
今
後
は
、
子
ど
も
や
地

域
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に〝
子
ど
も
食
堂
〞な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
方
が
関
わ
り

を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

活動情報はこちら

活動情報はこちら

 ほこほコネクト理事長（宮下）  
　　☎090・2661・3941　
　　 syunsai41@gmail.com

真田地域を拠点に、平成20年に発足。
現 在、30 ～ 60代 の 約60名 が 活 躍 中。
活動内容は、防犯パトロールや地域の
学校のお手伝い、薪

まき

の会、遊
ゆう

休
きゅう

農地を
活用した蕎

そ

麦
ば

・唐辛子作りなど。興味
のある方は、問い合わせください。

ほこほコネクト

昨年春にできた学生有
志 の 団 体、 現 在15名
が別所温泉や別所線
の活性化を目指して活
動中。今年４～７月に
は別所線オリジナルデ
ザイン封筒入りマスク
を配布しました。

別所がぁる

昨年夏にできた学生有
志の団体、現在19名が
活動中。上田の良さを
再発見してもらえるよう
に、 百 人 一 首 を 作 成。
絵札の文字や絵は全て
手書き。今年は市内の
全小学校に配布します。

うえだ乙女

広報うえだ　2021.85
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